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日本における外来野菜の導入と普及に関する歴史地理学研究 
清水克志 
 
 本研究の目的は，日本人の食生活において主要な位置を占める外来野菜の中からキ
ャベツとハクサイに注目し，育種，生産，流通，消費を含めた構造全体を検討するこ
とを通して，日本における外来野菜の導入と普及の特質を明らかにすることである。
外来野菜に関する研究例はきわめて少ない。また従来の研究では，農学や農業経済地
理学の立場では生産的側面すなわち生産地域形成の条件のみに主眼が置かれ，食文化
論の立場では消費的側面すなわち狭義の食文化としての加工・調理と飲食のみに主眼
が置かれ，両者の議論が噛み合っていなかった。この点を踏まえて本研究では，外来
野菜の普及は，生産と消費を両方の核としつつ，両者を結ぶ流通や生産の前提となる
育種，消費の内実としての加工・調理などを含めた様々な要素が相互に関わりながら
展開するとの考えに立脚し，育種から生産，流通を経て消費に至るこの一連の営為を
「広義の食文化」 として捉え，食文化の形成と変容を明らかにすることを意図した。
第Ⅰ章「序論」では上述の通り，研究の目的と方法を示した。 
第Ⅱ章「外来野菜生産の史的展開」では外来野菜生産の歴史を概観することにより，
外来野菜の普及の画期を吟味した。明治後期から現代までの生産量の推移を検討した
結果，外来野菜の普及が著しく進捗した時期として，明治後期から昭和戦前期と第二
次世界大戦後の高度経済成長期の二つの時期を抽出した。とくに前者は作付面積の増
加率などから判断して，生産量が着実に増加した時期であった。後者の時期には現代
に繋がる主産地が形成され，キャベツ・ハクサイともに，第二次世界大戦の前後で産
地の構成が大きく変化したことが確認された。これらのことから，外来野菜の導入か
ら普及に至る連続的な過程を検討するには，従来から地理学で研究蓄積のある第二次
世界大戦後の主産地ではなく，昭和戦前期までに成立した産地を分析対象とすること
が有効と判断した。 
 第Ⅲ章「外来野菜導入期における普及阻害要因とその克服」ではキャベツとハクサ
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イを対比させつつ，導入期から普及の端緒をつかむまでの過程について検討した。キ
ャベツは，明治政府による積極的な導入政策や良好な試作結果から判断して，導入当
初から生産に必要な条件はほぼ整っていたと推断された。しかしながら当時の日本人
の多くがキャベツ特有の「におい」に抵抗感を抱いていたことや，日本人の食生活に
適した調理法が提示されていなかったことなど，消費的要因がキャベツ普及の阻害要
因となった。明治中後期に至り，都市の上流階級に属する知識人によってキャベツの
調理法が考案・紹介されたことが，キャベツ食習慣が定着する素地となった。またこ
の時期には，岩手や東京などでキャベツ需要の拡大にいち早く着目した民間育種家に
よって，国産品種が育成された。一方のハクサイの導入は，明治政府による外来野菜
の導入政策で西洋野菜が重視されたこととは対照的に，非常に低調であった。また在
来ツケナ類との「交雑」の問題，つまり育採種技術の確立がハクサイ普及の阻害要因
となった。大正期に宮城や愛知などでハクサイの国産品種が育成され種子の供給体制
が整うと，これと軌を一にして大規模産地が林立し，生産量が急増した。これらの事
実から，近代における外来野菜の生産地域の成立には，導入の初期の段階にみられる
阻害要因の克服が，普及の端緒をつかむ鍵となることを指摘した。 
 続く第Ⅳ章「岩手甘藍生産地域の展開」と第Ⅴ章「仙台白菜生産地域の展開」では，
大正期から昭和戦前期にかけて都市市場への外来野菜の大量供給を担った輸送園芸の
先駆的かつ代表的産地として，岩手甘藍
かんらん
（キャベツの意）と仙台白菜の生産地域を取
り上げ，具体的な地域に即して外来野菜の導入から生産地域の形成までの過程を復原
した。 
第Ⅳ章で取り上げた岩手県では，明治前期における外来野菜の導入積極政策に加え，
採種技術を保持する盛岡近郊の民間育種家の存在によってキャベツがいち早く受容さ
れ，国産品種「南部甘藍」が育成された。結球が緊密で貯蔵や長距離輸送に適した「南
部甘藍」は，都市市場でのキャベツ需要に着目した産地仲買人によって出荷され，日
本における輸送園芸の先駆的な存在となった。大正期から昭和戦前期にかけて，産地
仲買人が自家採種や育苗を行い，農家へ提供することにより，盛岡以北の岩手郡，二
戸郡などへとキャベツ生産が拡大していった。一方，岩手県農会や岩手県立農事試験
場などの公的機関も，品種の統一や小形化など都市需要の内実を考慮した生産出荷指
導を実施し，「岩手甘藍」の商標でキャベツ産地の振興を推進した。 
第Ⅴ章で取り上げた宮城県では，日清戦争後に軍人が持ち帰った芝罘種のハクサイ
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種子をもとに，公的機関での採種が試みられた。宮城県立農事試験場では大正期に至
って隔絶性の高い松島湾内の島嶼に採種圃場を設定することにより，国産品種「松島
白菜」の育成に成功するとともに，種苗業者が島民への委託採種を展開して種子の量
産体制を確立した。これと軌を一にして，「仙台白菜」の商標で京浜市場への出荷が開
始されると，高品質の漬菜を求める消費者の潜在的な需要と合致した。都市市場にお
いて機先を制する形で受容された仙台白菜は，宮城県農会主導による全県的な産地振
興とも相まって，急速に銘柄産地としての地位を確立していった。ところが時を置か
ず関東近在にハクサイ産地が林立してくると，宮城県農会では生産調整と帝国農会の
販売斡旋所を通じた販売統制，「松島白菜」への品種統一，移出白菜検査の実施などを
徹底することによって，都市需要の維持拡大を図っていった。とくに都市市場におけ
るパンフレットの配布などを通して消費地での新たな需要の掘り起こしに努めた事実
は，仙台白菜の生産地域が都市需要の動向を意識し，対応していたことを示している。 
第Ⅵ章「都市化の進展と外来野菜の大衆化」では，日本最大の消費市場である東京
市を事例に，流通および消費的側面からキャベツ・ハクサイが都市大衆にとって身近
な食材として受容されていく過程を明らかにした。従来，東京市への主たる野菜供給
地は，東京市に隣接する近郊園芸地帯であった。ところが東京では明治後期から昭和
戦前期にかけて急激な都市化が進み，とくに隣接 5 郡において人口の増加が顕著であ
った。また第一次世界大戦を契機として水上輸送に代わって鉄道が主要な輸送手段と
なったことにより，東京市場では大正期を通じて鉄道を利用した野菜類の中間産地・
遠隔産地の進出が着実に進んだ。さらに中央卸売市場法の公布を受けて東京市中央卸
売市場が整備されたことにより，東京では急激な都市化に対応した生鮮食料品の流通
機構の改善が図られた。キャベツ・ハクサイは輸送園芸産地の成長による流通量の増
加に伴って，都市市場における価格の低廉化が進み，都市大衆にとって安価でふんだ
んに利用できる大衆野菜として受容されるようになった。結球野菜で貯蔵性・輸送性
に優れたキャベツ・ハクサイは主要野菜としての地位を獲得するとともに，伝統的な
根菜類・いも類主体の野菜消費の在り方を大きく転換させる役割を果たした。さらに
この時期のハクサイの急速な普及は，従来の地域的多様性の強いツケナの生産・流通・
消費の在り方にも大きな転換をもたらした。 
 第Ⅶ章「結論」では以上の議論を踏まえ，本研究で得られた知見を以下の 4 点に総
括した。一点目は，地理学的な見地から生産地域の成立を検討する際にも，消費的要
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因を具体的に解明する視点と手法が有効であるという点である。外来野菜の普及に関
する研究では，従来から消費的要因の重要性が示唆されつつも，生産的要因のみが重
視されがちであり，地理学でもその傾向が強かった。しかし外来野菜の普及には，栽
培技術の確立もさることながら，栽培の前提となる育採種技術の確立や需要を創出し
拡大するための調理法の考案がとくに重要な条件であった。 
二点目は，大正期から昭和戦前期にかけて成立した生産地域が，外来野菜を日本に
定着させ，少なくとも大都市市場において「大衆化」と呼べる程度にまで普及を進展
させる上で重要な役割を担ったことである。従来の研究では高度経済成長期における
主産地の形成が遠隔の外来野菜生産地域を成立させたと考えられてきた。しかしなが
ら本研究によって，大正期から昭和戦前期にかけて成立した産地こそが，育採種技術
の確立，都市市場と結合した生産と出荷，都市の一般大衆の日常的な消費との結びつ
きなどの点で，外来野菜の普及を進展させたことが明らかになった。その意味におい
て，大正から昭和戦前期にかけて成立した外来野菜の生産地域を本格的な主産地形成
の「前史」と捉える従来の見方は，今後改める必要があるといえる。 
 三点目は，キャベツ・ハクサイの産地が全国各地に成立し，しかも広範囲に流通す
るようになったことにより，同一品目の野菜が日本国内で広く流通・消費される状況
を現出させたことである。キャベツ・ハクサイが新たな調理法などの情報と一体とな
って，全国の都市市場へと供給されるようになったことは，外来野菜が大正期から昭
和戦前期における大衆消費社会の到来と不可分に結びつく形で，都市社会を中心に普
及していったことにほかならない。この事実は，それ以前の自給自足もしくは近郊園
芸による地域的差異の大きな野菜の生産と消費のありようを一変させた点で，大きな
歴史地理学的意義を有するといえる。 
最後に四点目として，大都市で醸成された大衆消費文化における重要な要素として，
キャベツ，ハクサイの食文化が地方へと波及していったことは，日本人の伝統的食生
活においてきわめて重要であった野菜について，従来は大きかった地域的差異を縮小
する意味があったと結論づけた。 
